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ハイブリッド浮体製作工　正誤表 平成19年5月1日 訂正

誤 正頁

［鋼桁製作の積算] 
  

・鋼材の種別 
・材料割増率       → 
・スクラップ比率 

 鋼 材 単 価 の 算 出  →①鋼材単価 

 
„  

・鋼材設計数量      → 
①鋼材単価 

鋼 材 費 の 算
 （スクラップ費控除） 

 →②材料費（鋼材） 

 
„  

・スタッド設計数量    → 
 （種類別） 

ス タ ッ ド 材 料 費 の 算  →③材料費（スタッド） 

 
„  

・その他材料設計数量   → そ の 他 材 料 費 の 算  →④材料費（その他材料） 
 

„  
・鋼桁下地処理設計数量  →  材料費(鋼桁下地処理)の 

 算 出 
 →⑤材料費（鋼桁下地処理） 

 
„  

・鋼桁塗装設計数量    → 材 料 費 (鋼 桁 塗装 )の 算 →⑥材料費（鋼桁塗装） 
 

„  
・鋼桁重量        → 
・スタッドの有無 

製 作 工数 補正 係数 の 算 →⑦鋼桁重量補正係数 
  ⑧スタッド取付補正係数 

 
„  

・鋼桁重量        → 
・基準工数（鋼桁製作） 
⑦鋼桁重量補正係数 
⑧スタッド取付補正係数 

 
製 作 工 数 の 算

 →⑨製作工数 

 
„  

・鋼桁下地処理設計数量  → 
・基準工数（鋼桁下地処理） 
・鋼桁塗装設計数量 
・基準工数（鋼桁塗装） 

 
塗 装 工 数 の 算

 →⑩塗装工数（鋼桁下地処理）  
  ⑪塗装工数（鋼桁塗装） 

 
„  

①～④材料費       → 
・補助材料費率 
⑨製作工数 
・間接労務費率 
⑤～⑥材料費 
⑩塗装工数（鋼桁下地処理） 
⑪塗装工数（鋼桁塗装） 
・補助材料費率 
・工場管理費率 

 代 価 表 の 作 成  →・鋼桁製作工１函当り代価表  

 

［鋼桁製作の積算] 
  

・鋼材の種別 
・材料割増率       → 
・スクラップ比率 

鋼 材 単 価 の 算 出  →①鋼材単価 

 
„  

・鋼材設計数量      → 
①鋼材単価 

鋼 材 費 の 算 出 
 （スクラップ費控除） 

 →②材料費（鋼材） 

 
„  

・スタッド設計数量    → 
 （種類別） 

スタッド材料費の算出  →③材料費（スタッド） 

 
„  

・その他材料設計数量   → そ の 他 材 料 費 の 算 出  →④材料費（その他材料） 
 

„  
・鋼桁下地処理設計数量  → 材料費(鋼桁下地処理)の 

算 出 
 →⑤材料費（鋼桁下地処理） 

 
„  

・鋼桁塗装設計数量    → 材料費(鋼桁塗装)の算出  →⑥材料費（鋼桁塗装） 
 

„  
・鋼桁重量        → 
・スタッドの有無 

製作工数補正係数の算出  →⑦鋼桁重量補正係数 
  ⑧スタッド取付補正係数 

 
„  

・鋼桁重量        → 
・基準工数（鋼桁製作） 
⑦鋼桁重量補正係数 
⑧スタッド取付補正係数 

製 作 工 数 の 算 出  →⑨製作工数 

 
„  

・鋼桁下地処理設計数量  → 
・基準工数（鋼桁下地処理） 
・鋼桁塗装設計数量 
・基準工数（鋼桁塗装） 

塗 装 工 数 の 算 出  →⑩塗装工数（鋼桁下地処理）  
  ⑪塗装工数（鋼桁塗装） 

 
„  

①～④材料費       → 
・補助材料費率 
⑨製作工数 
・間接労務費率 
⑤～⑥材料費 
⑩塗装工数（鋼桁下地処理） 
⑪塗装工数（鋼桁塗装） 
・補助材料費率 
・工場管理費率 

代 価 表 の 作 成  →・鋼桁製作工１函当り代価表  

 

(2) 鋼桁下地処理 １ｍ２当り 
 名    称  形状寸法  単位  数   量  摘    要 

 労 務 費  船舶製作工  人工  0.013  
 補 助 材 料 費   ％  5.0  労務費の％ 
 ジンクラッチプライマ   kg  0.20  

 

 ジンクラッチプライマ用ｼﾝﾅ   〃  0.02  
 

 (2) 鋼桁下地処理 １ｍ２当り 
 名    称  形状寸法  単位  数   量  摘    要 

 労 務 費  船舶製作工  人工  0.013  
 補 助 材 料 費   ％  5.0  労務費の％ 
 ジンクリッチプライマ   kg  0.20  

 

 ジンクラッチプライマ用ｼﾝﾅ   〃  0.02  
 

※今後の改訂・正誤表情報については、幣センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http://www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。



ハイブリッド浮体製作工　正誤表 平成19年5月1日 訂正

誤 正頁

P3-16

P3-19

P3-25
・現場条件 → 作 業 船 の 規 格 の 選 定 →①起重機船の規格
・ハイブリッド浮体重量 ②引船の規格

③揚錨船の規格‚
・起重機船の在港状況 → 作業船の規格の変更の検討
アウトリーチ､偏荷重等

„

・ハイブリッド浮体重量 → 吊ワイヤーロープ、吊金具 →④吊ワイヤーロープ、吊金具損料
規 格 の 選 定 ・改造､新規製作の場合別途算定

„

・ハイブリッド浮体重量 → 揚 錨 船 の 有 無 の 決 定 →⑤揚錨船の有無

„

①起重機船の規格 → 代 価 表 の 作 成 →ハイブリッド浮体進水準備･進水･仮置
②引船の規格 (吊降し方式）１函当り代価表
③揚錨船の規格
④吊 、吊金具損料ワイヤーロープ
⑤揚錨船の有無

・現場条件 → 作 業 船 の 規 格 の 選 定 →①起重機船の規格
・ハイブリッド浮体重量 ②引船の規格

③揚描船の規格‚
・起重機船の在港状況 → 作業船の規格の変更の検討
アウトリーチ､偏荷重等

„

・ハイブリッド浮体重量 → 吊ワイヤーロープ、吊金具 →④吊ワイヤーロープ、吊金具損料
規 格 の 選 定 ・改造､新規製作の場合別途算定

„

・ハイブリッド浮体重量 → 揚 錨 船 の 有 無 の 決 定 →⑤揚錨船の有無

„

①起重機船の規格 → 代 価 表 の 作 成 →ハイブリッド浮体進水準備･進水･仮置
②引船の規格 (吊降し方式）１函当り代価表
③揚描船の規格
④吊 、吊金具損料ワイヤーロープ
⑤揚錨船の有無

２－２－５ 鉄 筋 
「港湾土木請負工事積算基準、ブロック式、本体ブロック製作工、鉄筋」を適用するる。 
 注）構造物高さは５ｍ未満を標準とする。 

２－２－５ 鉄 筋 
「港湾土木請負工事積算基準、ブロック式、本体ブロック製作工、鉄筋」を適用する。 
 注）構造物高さは５ｍ未満を標準とする。 

 (2) 鋼桁下地処理 １ｍ２当り 
 名    称  形状寸法  単位  数   量  摘    要 

 労 務 費  船舶製作工  人工  0.013  
 補 助 材 料 費   ％  5.0  労務費の％ 
 ジンクリッチプライマ   kg  0.20  

 

 ジンクラッチプライマ用ｼﾝﾅ   〃  0.02  
 

 (2) 鋼桁下地処理 １ｍ２当り 
名    称  形状寸法  単位  数   量  摘    要 

労 務 費  船舶製作工  人工  0.013  
補 助 材 料 費   ％  5.0  労務費の％ 
ジンクリッチプライマ   kg  0.20  

 

ジンクリッチプライマ用ｼﾝﾅー    〃  0.02  
 

※今後の改訂・正誤表情報については、幣センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http://www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。


